
第２ 食料自給率の目標

食料自給率目標の考え方

○ 世界の穀物等の需給は中長期的にひっ迫基調が見込まれる中
で、今後の農政にとって、食料自給率を最大限向上させていくこと
は必要不可欠です。

○ 平成３２年度の食料自給率目標は、国際情勢、農業・農村の状
況、課題克服のための関係者の最大限の努力を前提として、供給熱
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資料：UN「World Population Prospects」、IEA「World Energy Outlook 2006」により農林水産省で作成
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世界の水資源の制約状況地球温暖化は食料生産に影響

【既に現れている影響】

「高成長型社会－エネルギー源
バランス重視シナリオ（Ａ１Ｂ）」による

資料：IWMI「Water for food Water for life」
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【既に現れている影響】
世界各地での異常気象の頻発

（豪雨、干ばつ、北大西洋の強い熱帯
性低気圧猛暑）

資料：IPCC4次評価報告書



食料自給率向上に向けた取組

○ 食料自給率目標を達成するため、生産及び消費の両面において
重点的な取組を展開します。

【消費面】
・朝食欠食の改善による米の消費拡大
・欧風化した現在の食生活への国産農産

物の利用拡大
・大豆加工品への国産大豆使用割合の向上
・健康志向の高まりを受けた脂質の摂取抑制

【生産面】
・農地を最大限活用し、米粉用米・飼

料用米、大豆等の作付けの拡大
・技術開発とその普及を通じた単収・

品質の向上
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パンや麺など様々な食品への利用の可能
性があります。

国産の飼料用米を飼料に

使った卵。豚肉、鶏卵を中心に特色ある畜
産物が生産されています。


